
謝金内規 

（総則） 

第１条．本内規は、協会の主催する催事の謝金を定める。  

 

（各催事等の謝礼内容と取り扱い） 

第２条．謝金内容は以下に示すとおりとする。 

支払い項目 単価 備考 

セミナー・シンポジウム講師謝金 10,000円／時 別途、交通費・宿泊費を支払う。 

非会員講師の場合、会長が認める謝

金を別途定めることができる。 

会誌原稿料 4,000 円/頁 依頼原稿の場合。刷り上がり頁数、6

ページの金額を上限とする 

投稿原稿については支払わない 

書籍原稿料 2,400 円/頁 刷り上がり頁数。 

試験監督官 

 

9,000 円/半日 

13,000円/日 

 

試験監督官助手 

（アルバイト等） 

5,000 円/半日 

9,000 円/日 

助手はアルバイトまたは役員以外 

試験問題作成 

    作問委員長 

    応用部門 

    基礎部門 

    試験実施委員作問作業 

 

90,000円/年 

72,000円/年 

45,000円/年 

10,000円/年 

 

試験面接官 27,000円/日  

選挙管理委員 5,000 円/回  

ISO委員等  別途の定めによる 

アルバイト 1,000～1,200 円/

時 

シンポジウム、催事補助等 

 

第3条．支払いは、原則個人宛てに行うが本人の申出により所属法人あてとすることもできる。 

     法人あて支払いの場合は、当協会での源泉徴収納付は発生しない。 

 

 

（附則） 

1. 本内規の改定は、理事会で行う 

2. 2011年12月13日 理事会で制定 

3. 2012年5月14日 理事会にて改訂。  

4. 2015年10月14日 電磁的理事会決議にて改訂。  

5. 2016年3月10日 理事会にて改訂 

6. 2016年5月13日 理事会にて改訂 

7. 2016年11月16日 理事会にて改訂 

8． 2018 年 10 月 17 日理事会にて改訂、同日発効。 


